
第２回 高等学校改革懇談会
『安積高等学校御舘校』

日時：令和元年 ７月３１日（水） 14：00 ～ 15：30

場所：安積高等学校御舘校

福島県教育委員会
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県立高等学校改革懇談会（御舘）の進め方

第１回高等学校改革懇談会

第２回高等学校改革懇談会

令
和
元
年
度

・前期実施計画策定の経緯
・御舘校の現状(学びの場、跡地)
・今後の進め方

・課題の検討

・課題の検討
・予算の検討

募集停止公表

●県、管理職、主任等の検討委員会
●校内の検討委員会の立ち上げ

6

月

７
月
下
旬

10月

募集停止3月2020

8月
以降
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４⃣在校生への支援について

１⃣少子化の進行を考えると、再編も視野に入れなければな
らないが地元への丁寧な説明が必要

第1回懇談会でいただいた御意見について

３⃣御舘校に入学していた生徒の今後の進学先について

２⃣様々な課題を抱えた生徒への対応について

５⃣跡地について



平成31年2月公表に至るまでの経緯
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○ 平成29年11月～平成30年2月 パブリックコメント（期間を延長して実施）

○ 平成30年 1月 県内７地区での※教育公聴会

○ 県立高等学校改革前期実施計画（2019年度～2023年度）5年間（平成31年2月公表）

○ 県立高等学校改革後期実施計画（2024年度～2028年度）5年間

○ 平成28年 5月 社会の変化に対応した今後の県立高等学校の在り方について諮問

○ 平成28年 7月～ 学校訪問（都市部の高校、周辺部の高校）

○ 平成28年 12月～ 中間まとめ公表（県内7地区での※教育公聴会）

○ 平成29年 6月 県教育委員会へ答申
※教育公聴会メンバー：各地区の中学生、高校生、小中学校のＰＴＡ会長および高等学校評議委員

学校教育審議会の動き

県立高等学校改革基本計画 素案公表 平成29年 11月

県立高等学校改革基本計画の策定 平成30年 5月

県民の皆様からの意見聴取



小１ …   小６
（小学校６年間）

生徒A

中１ … 中３
（中学校３年間）

高１ … 中３
（高校３年間）

大きな成長 大きな成長

生徒B 大きな成長

生徒C 大きな成長ゆっくりとした成長

先生方の
親身で熱心な指導

成長の タイミング・度合い には個人差がある

② 児童・生徒の成長のタイミング
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２⃣様々な課題を抱えた生徒への対応について
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生徒

教諭による面接週間

個別指導 個別相談
各種アンケート
（いじめ・悩み事、学校評価）

学校医
スクールカウンセラー

特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
教育相談ﾁｰﾑ ･ ｹｰｽ会議

生徒一人一人に対して複数の専門の先生による支援

生徒

すべての高校での内的支援

２⃣様々な課題を抱えた生徒への対応について
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生徒

生徒一人一人に対して複数の専門の先生による学習支援

周辺高校でのきめ細かな学習指導

チーム・ティーチング授業 習熟度別授業
小野高校 船引高校 田村高校
郡山商業 郡山北工業 あさか
開成 郡山高校 郡山東 清陵
情報 須賀川高校 須賀川高校
安積黎明高校 安積高校など

小野高校 船引高校 郡山商業
郡山北工業 あさか開成 郡山
高校 郡山東 清陵情報 本宮
須賀川高校 須賀川桐陽など

学習支援員
小野高校 郡山萌世高校

振り返り・学び直し
小野高校 船引高校 田村高校
郡山萌世高校 本宮高校など

２⃣様々な課題を抱えた生徒への対応について



小野高等学校の特色
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小野高等学校HPから引用

生徒のニーズに合わせた系列の導入
・文理総合 ・産業技術 ・福祉教養 ・ビジネス

多様な選択科目による少人数授業の導入

学習支援員による放課後の学び直しの実践やチーム・ティーチング授業の実践

希望者による「フォークリフト免許」や「福祉関係」等の資格取得講習も開催

３⃣御舘校に入学していた生徒の今後の進学先について

①生徒の興味・関心、進路希望に応じた進路実現

②生徒へのきめ細かな指導の実践

③生徒への分かりやすい指導の実践

④生徒によるチャレンジ

自
分
の
興
味
や
関
心
、
進
路

希
望
に
応
じ
て
選
択
が
可
能
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船引高等学校の特色

・「学校」ではマナー教育や安全教育、社会に出
るための基礎学力の養成

・「企業」ではものづくりや販売・サービス等に
関わる実践的な技術や技能・精神の習得

３⃣御舘校に入学していた生徒の今後の進学先について

①たむら支援学校との連携

生徒が安心できる
環境の整備

豊かな心の育成 ・共同学習内容（花壇作り、ダンス、フライングディスク、
手話、家庭クラブによる交流）…互いを認め合う人間関係の形成

デュアルシステムの導入

・教員間の交流
・支援学校の先生による講演

たむら支援学校HPから引用

②学校と企業が連携し、生徒を育てる教育制度
週１回田村市内の企業実習による単位の認定



船引高校③

小野高校③

田村高校⑤

郡山萌世高校昼③夜①

安積高校御舘校①

郡山北工業⑦

清陵情報高校⑥

郡山商業高校⑥

安積高校⑧

進学指導拠点校
進学指導重点校
キャリア指導推進校
職業教育推進校
定時制・通信制校

郡山東高校⑥

須賀川桐陽⑥

須賀川高校⑤（長沼と統合）

岩瀬農業⑥

安積高等学校御舘校周辺の各学校（Ｈ30年度）

○数字は１学年のクラス数

安積黎明高校⑦

あさか開成高校⑤
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３⃣御舘校に入学していた生徒の今後の進学先について



○ 教員配置面での支援
・例）安定した教育活動を実践するための支援
・例）教員の派遣

○ 教育環境の保障
・施設や設備などの学習環境の維持

御舘校在校生への支援

４⃣⃣在校生への支援について
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土地：郡山市とグラウンドの一部を個人が所有
校舎：県が所有

今後、郡山市と県で協議しながら、具体的
な内容について検討を進めていく。

５⃣跡地について


